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申請フォーム 書類審査に申請をします。

↓

面接審査前確認フォーム 書類審査を通過した方へご案内いたします。

↓

交付決定 面接審査を通過した方は、助成対象期間が始まります。

０．（はじめに）– 申請等の流れとステータス - 

⚫ 申請から交付決定までの流れは以下のとおりです。

⚫ 本電子申請マニュアルは、申請フォームの申請から書類審査の結果通知を受信するまで
の手順を記載しています。

■申請等の流れ

ステータス名 ステータスの説明

下書き中
申請画面で「一時保存する」ボタンを押下した後の状態です。
「下書き中」の場合のみ、申請情報を削除することができます。

申請済み 申請画面で「申請する」ボタンを押下した後の状態です。

差戻し対応中 申請内容が事務局から差戻しをされた後の状態です。

棄却済み 申請内容が事務局に棄却された後の状態です。

通知済み 書類審査結果（通過・不通過）の通知が発出された後の状態です。

■ステータス一覧

ステータスが「下書き中」以外の申請データは削除できません。

■手続一覧

手続名 手続説明

申請～
書類審査結果通知

申請は完了しています。書類審査結果の通知をお待ちください。

面接審査前確認
フォーム

書類審査通過者のみに表示されます。案内に沿って確認フォームの入力・提出を
行ってください。

Ｊグランツ終了 書類審査不通過のため、本助成金におけるＪグランツ上の手続きすべては終了です。
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０．（はじめに）チャットボットの操作方法

⚫ Jグランツ操作に関するご質問にチャットボットがお答えします。

⚫ 「GビズID]の取得方法、ログインまでの手順については、Jグランツの事業者クイック
マニュアルをご参照ください

画面右下のチャットボットを押下し、表示されるカテゴリから選択してください。
質問文を入力することも可能です。
なお、チャットボットはJグランツ操作に関するご質問に対応しています。補助金個別のご質問は
チャットボットではお答えできませんので、補助金ごとのお問い合わせ窓口にお問い合わせください。

手順

回答が表示されます。

質問を入力して調べることが出来ます。

短文・単語での入力が円滑です。
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下記URLより、申請書をダウンロードします。手順1

⚫ 申請に必要な資料の準備をします。

１．申請
（１）必要書類の準備

No. 必 要 書 類 ファイル名

1

○創業助成事業申請書等（指定様式、全ページ）

・令和８年度第２回創業助成事業申請書

・反社会的勢力排除に関する誓約事項（申請書別紙）

※指定様式以外の添付資料（補足説明や参照資料など）は、提出不可。

1-1_令和８年度第２回

申請書_事業者名.pdf

1-2_反社会的勢力排除

に関する誓約書_事業者

名.pdf

2

○ 直近２期分の確定申告書等 （注意書きがある場合を除き、青字の項目は必須です。）
ア 法人（収益事業を行っている特定非営利活動法人を含む）の場合
・確定申告書別表一～一六
・貸借対照表
・損益計算書
・販売費および一般管理費内訳書（損益計算書で確認できる場合は不要）
・株主資本等変動計算書（合同会社の場合は社員資本等変動計算書）
・個別注記表（作成していない場合は不要）
・法人事業概況説明書
・科目内訳書（勘定科目内訳書）（作成していない場合は不要）

イ 収益事業を行っていない特定非営利活動法人の場合
事業報告書等
（事業報告書、財産目録、貸借対照表、収支計算書（活動計算書）、役員名簿）

ウ 個人事業主の場合
所得税の確定申告書等
・白色申告実施の場合：確定申告書第一表、第二表、収支内訳書
・青色申告実施の場合：確定申告書第一表、第二表、青色申告決算書
（上限１０万円の控除にて青色申告の場合は、貸借対照表の提出は不要）

※ 確定申告書等の提出が不要な方：
・申請時点で１期目の法人の方・個人事業主の方
・申請時点で確定申告・所轄庁への事業報告書等提出が済んでいない２期目の法人の方
・創業予定の個人の方
※ 直近１期分の確定申告書等または事業報告書等のみ提出すればよい方：
・申請時点で１期目の確定申告・所轄庁への事業報告書等提出が済んでいる

２期目の法人の方、個人事業主の方

【ア・ウに該当】
2-1_前期_確定申告書_
事業者名.pdf

2-2_前々期_確定申告書
_事業者名.pdf

【イに該当】
2-1_前期_事業報告書_
事業者名.pdf

2-2_前々期_事業報告書
_事業者名.pdf

3

◯ 法人：履歴事項全部証明書【原本】（発行後３ヶ月以内）
※原本は必ずお手元で保管してください。
※法務局の窓口または郵送で取得したもの以外は使用できません。
※以前に、個人事業主として事業を行っており、法人成りした場合は、履歴事項全部
証明書と個人事業の開業・廃業等届出書の両方をご提出ください。

◯ 個人事業主：個人事業の開業・廃業等届出書

【法人】
3_履歴事項全部証明書_
事業者名.pdf

【個人事業主】
3_開業届_事業者名.pdf

申請書を作成し、必要書類を準備します。手順２

創業助成事業 サービス紹介 検索

■令和８年度第２回 創業助成事業 事業ページURL
https://startup-station.jp/m2/services/sogyokassei/

https://startup-station.jp/m2/services/sogyokassei/
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⚫ 申請に必要な資料の準備をします。

１．申請
（１）必要書類の準備

No. 必 要 書 類 ファイル名

4

◯ 直近（納付時期終了後）の納税証明書等

ア 法人（収益事業を行っている特定非営利活動法人を含む）の場合
・法人事業税納税証明書【原本】
・法人都（道府県）民税納税証明書【原本】
※法人都民税・法人事業税の納税証明書のご提出が不要な方
⇒事業を開始して間もなく、都民税・事業税を納付していない方

イ 収益事業を行っていない特定非営利活動法人の場合
・法人都民税（均等割）免除申請書

ウ 個人事業主の場合
・令和７年度分の住民税納税証明書【原本】（令和６年中の所得に基づくもの）
・令和７年度分の事業税納税証明書【原本】（令和６年中の所得に基づくもの）
※事業税の納税証明書のご提出が不要な方
（該当する場合でも、住民税の納税証明書はご提出ください。）
①令和７年１月１日以降に創業された方
②令和６年中の所得が２９０万円以下の方

※住民税非課税で住民税納税証明書発行不可の場合、住民税非課税証明書【原本】
又は住民税課税証明書【原本】

エ 創業予定の個人の場合
・令和７度分の住民税納税証明書【原本】（令和６年中の所得に基づくもの）

※住民税非課税で住民税納税証明書発行不可の場合、住民税非課税証明書【原本】
又は住民税課税証明書【原本】

【アに該当】
4-1_法人都民税納税証
明書_事業者名.pdf

4-2_法人事業税納税証
明書_事業者名.pdf

【イに該当】
4_法人都民税（均等割）
免除申請書_事業者
名.pdf

【ウに該当】
4-1_住民税税納税証明
書_事業者名.pdf

4-2_事業税納税証明書
_事業者名.pdf

【エに該当】
4_住民税納税証明書_
事業者名.pdf

5

◯ 本人確認書類 ※（1）～（5）いずれか１つを提出
（1）運転免許証
（2）パスポート
（3）マイナンバーカード（写真付）※個人番号は黒塗りしてご提出ください。
（4）在留カード
（5）その他、公社が本人確認書類として適切と判断するもの
（例：保険証と社員証（写真つき）などを併せて提出）

5_本人確認書類_事業
者名.pdf

6
○ 申請要件確認書類
所定の創業支援事業の利用を証明するものいずれか１つを提出

6_申請要件確認書類_
事業者名.pdf

申請書を作成し、必要書類を準備します。手順２

・提出していただくデータは、PDFに変換してご提出することを推奨します。
※ZIPファイルにまとめずに、単体データとして提出してください。
※PDF以外（Word、Excel等）で提出を行い、文字化けやデータ破損等により、
内容が確認できない場合であっても受理したデータ等で審査を行います。

・ファイル名に付ける事業者名は以下の通りとしてください。
法人の場合：法人名 ／ 個人事業主・創業予定の個人の場合：代表者名（氏名）

・【原本】の記載がある書類は、必ず原本の書類をスキャン等してデータをご用意ください。
採択後に確認をおこなう場合がありますので、原本は必ずお手元に保管してください。
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Jグランツより申請フォームへアクセスします。手順6手順３

①Jグランツ【https://www.jgrants-portal.go.jp/】より、「令和８年度第２回 創業助成事業」の
ページに進む。

１．申請
（２）申請フォームへのアクセス

令和８年度第２回 創業助成事業

①「補助金を探す」ボタンを押下します。

②「令和８年度第２回 創業助成事業」とキーワードを入力する。

③検索ボタンを押下します。

⑤「ログインして申請する」を押下します。

令和８年度第２回 創業助成事業
２０２５年９月２９日～
２０２５年１０月８日

④「令和８年度第２回 創業助成事業」を押下します。

https://www.jgrants-portal.go.jp/】
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②GビズIDプライムアカウントでログイン

ログイン後

１．申請
（２）申請フォームへのアクセス

アカウントID、パスワードを入力し、ログインします。

申請に利用したGビズIDは

絶対に削除しないよう、

ご注意ください。

「申請する」ボタンを押下します。
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・（1）～（９）の各項目について、ご回答ください。

※「はい」とならない項目がある場合、申請に必要な要件を満たしておりません。

申請要件確認

申請フォーム画面から必要事項を入力し、提出書類をアップロードして申請します。手順４

１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

申請期間の締切日はJグランツへのアクセス集中が予想され、書類の提出に時間がかかる可能性が

あります。締切を過ぎてしまうと書類を受理できませんので、早めに申請書類のご提出をお願いします。
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１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

・各項目について、ご入力・ご選択ください（自動入力の項目もございます）。

・①～③は必須項目です。

・個人事業主 または 創業予定の個人で本創業助成事業に申請後、令和９年１月５日（火）ま

でに法人の設立を予定している方は、③の項目で必ず 「あり」 を選択してください。（令和8年度

第2回募集の法人設立基準日が令和9年1月5日です。）

※創業予定の個人・個人事業主で申請を行う場合、交付決定は、個人・個人事業主に対して行われ、

助成対象となる事業は「個人事業」となります。基準日後や助成対象期間中に法人設立を行うと、交

付決定に付される条件により、助成金を受給できなくなりますのでご注意ください。

①

②

③

事業者情報

上部の非活性で表示される法人名／屋号が、
今回助成金を申請する法人名／屋号と異なる
場合には、必ず入力してください。
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１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

・④～⑦は必須項目です。⑧～⑨は該当する場合にご入力・ご選択ください。

・⑦：法人の場合は履歴事項全部証明書の本店所在地の表記どおり、個人事業主の場合は住民

票などの公的書類に記載される所在地を入力してください。

・⑧：⑦の住所と異なる場所で実質的な事業（例：店舗・主たる事務所）を行っている場合に、そ

の住所地を入力してください。

・⑨：事務局から送付する書類を受領できる住所を入力してください（⑦・⑧の住所と異なる場合）。

④ ⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

・⑩は該当する場合にご入力ください。⑪～⑭は必須項目です。

・⑩：株式会社・合同会社で代表者が複数人おり、上部の非活性（入力不可）の枠の氏名と、本申

請を行う代表者が異なる場合のみ入力してください。

・⑭：個人事業主（個人事業の開業・廃業等届出書提出後）の期間＋法人の登記上の代表者

期間を記入してください。代表経験がない場合は0と入力してください。

⑩

⑫

⑭

⑪

⑬

代表者情報
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１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

・⑮～⑱は必須項目です。

・⑮～⑰：不足書類がある場合など、事務局からご連絡することがあります。その際の連絡先（担当

者）の氏名と平日に通話可能な電話番号を記入してください。

・⑱：申請者ご本人様が確認できる（申請書内の事業計画書(1)①のE-mail欄と同じ）メール

アドレスをご記載ください。

審査結果は⑱に記載いただいたメールアドレス宛に通知いたします。また、不足書類がある場合など、

事務局から連絡することがあります。

⑯

⑮

⑰

⑱

連絡先
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１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

⑳

⑲

・⑲～㉑は必須項目です。

・⑲：申請書 表紙【１ 助成事業概要】の記載内容をそのまま転記してください。

・⑳：申請書 表紙【2 助成事業詳細】の記載内容をそのまま転記してください。

・㉑：申請書の事業計画書(2)⑪助成対象経費明細総括表を参照し、「事業費、従業員人件費、

委託費の所要金額の合計額」を転記してください。

※㉑の入力された金額が申請書と異なる場合、申請書に記載された金額を正しい金額として扱います。

㉑

【申請書 事業計画書（２）⑪】 転記

申請情報内容詳細
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１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

㉓

㉒

㉔

・㉒～㉔は必須項目です。

・㉒：申請書の事業計画書(２)⑪助成対象経費明細総括表を参照し、 「事業費の交付申請額」

を転記してください。

・㉓：㉒と同じ総括表を参照し、「従業員人件費の交付申請額」を転記してください。

・㉔：㉒と同じ総括表を参照し、「委託費の交付申請額」を転記してください。

※㉒～㉔の項目に入力された金額が申請書と異なる場合、申請書に記載された金額を正しい金額とし

て扱います。

【申請書 事業計画書（２）⑪助成対象経費明細総括表】

㉒へ転記

㉓へ転記

㉔へ転記
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申請書類

１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

㉕

・㉕～㉖は提出必須です。いずれも「ファイルを選択」をクリックしてアップロードしてください。

・㉕㉖の書類のフォーマットは創業助成事業のホームページからダウンロードしてください。（「令和8年度

第２回創業助成事業申請書」のZIPファイル中にあります。）

https://startup-station.jp/m2/services/sogyokassei/

・㉕の項目は、Excelの申請書の全シートをまとめてPDF化してご提出ください。

・㉖の項目は、誓約事項をご確認頂いた上で、Word書面右下の欄（誓約日・法人名・代表者名

（氏名））を記入しアップロードしてください。

※提出していただくデータは、PDF形式でご提出することを推奨します。

※複数シートに分かれているExcelファイルをPDF化する際は、シートの漏れやページの見切れがないか

ご確認のうえ、ご提出ください。

㉖

https://startup-station.jp/m2/services/sogyokassei/
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１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

・㉗：ア～ウに該当する方は提出必須です。「ファイルを選択」をクリックしてアップロードしてください。

※ 確定申告書等にマイナンバーが記載されている場合には、必ず黒塗りにしてからアップロードして

ください。個人番号が記載された書類は受領できませんのでご注意ください。

※ 確定申告書等の提出が不要な方：

●申請時点で１期目の法人の方・個人事業主の方

●申請時点で確定申告・所轄庁への事業報告書等提出が済んでいない２期目の法人の方

●創業予定の個人の方

※ 直近１期分の確定申告書等または事業報告書等のみ提出すればよい方：

●申請時点で１期目の確定申告・所轄庁への事業報告書等提出が済んでいる２期目の法人の

方、個人事業主の方

※必要に応じ、予備のファイルアップロード用ボックスもご活用ください。

㉗
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１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

・㉘：申請日時点で2期前の確定申告を終えている場合は、該当する確定申告書等の提出が必須で

す。「ファイルを選択」をクリックしてアップロードしてください。

・㉙は提出必須です。

・法人の方：申請日から起算して３ヶ月以内に発行された履歴事項全部証明書のデータをアップロー

ドしてください。

・個人事業主の方：個人事業の開業・廃業等届出書のデータをアップロードしてください。

※開業届等にマイナンバーが記載されている場合には、必ず黒塗りにしてデータをアップロードしてください。

個人番号が記載された書類は受領できませんのでご注意ください。

・創業前個人の方：履歴事項全部証明書又は個人事業の開業・廃業等届出書が提出不可であ

る一文を記載したデータをアップロードして下さい。（書式は自由です。）

㉙

㉘
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１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

㉛

・㉛は提出必須です。

・赤枠で囲んだア～エの中で、該当する書類を「ファイルを選択」よりアップロードしてください。

※事業を開始して間もなく、都民税・事業税を納付していない法人の場合は、

法人都民税・法人事業税の納税証明書が提出不可である一文を記載したデータをアップロード

して下さい。（書式は自由です。）

※個人事業主で事業税の納税証明書が提出できない方のみ、㉚の項目にご回答ください。

※必要に応じ、予備のファイルアップロード用ボックスもご活用ください。

㉚
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１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

・㉜は提出必須です。

※マイナンバーカードを提出する場合、個人番号記載部分は必ず黒塗りにしてください。個人番号が

記載された書類は受領できませんのでご注意ください。

・㉝は必須項目です。

・㉝は、申請要件２（募集要項P９～P10）に記載の１～23の創業支援事業のうち、利用した

事業の番号を入力してください。

㉜

㉝
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１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

・㉞は提出必須です。

・㉞は、㉝の項目で選択した創業支援事業の利用を証明する必要書類をアップロードしてください。

※募集要項P74～P80に必要書類に関する詳細を記載しております。

・㉟の書類はJグランツの代理申請機能を利用する方のみご提出ください。書類のフォーマットは、

「令和8年度第２回創業助成事業申請書」のZIPファイル中にあります。

https://startup-station.jp/m2/services/sogyokassei/

・予備のファイルアップロードボックスは、ファイルの容量上限でアップロードができない場合など、ファイル

を分割してアップロードしてください。※書類内容がわかるファイル名を付けてください。

㉞

㉟

https://startup-station.jp/m2/services/sogyokassei/


21

利用規約

１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

・㊱は必須項目です。

・利用規約とプライバシーポリシーをご確認いただきまして、同意する場合は「はい」を押下し、

申請してください。

※同意いただけない場合は、補助金の申請を行うことができません。

㊱



22

１．申請
（３）申請フォーム画面の入力

・㊲は必須項目です。

・（プロジェクトの詳細はこちら）をご確認いただきまして、回答してください。

㊲

同意確認事項
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⚫ 申請時に「担当者メールアドレス」欄に入力されたメールアドレスに通知メールが届き
ます。

「担当者メールアドレス」に届いた通知メールから事業の状況を確認します。手順１

手順２ URLを押下し、事業者サイトにログインします。

２．書類審査結果通知
（１）通知メールの確認

こちらのURL（例）を押下します。
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①通知文書（文面）をご確認ください。

２．書類審査結果通知
（２）書類審査通過の場合

「文書表示」ボタンを押下し、
通知内容を確認します。

「書類審査結果通知書～」の
ファイル名を押下し、添付内容
(面接日程等)を確認します。

令和８年度第２回 創業助成事業

令和８年度第２回
創業助成事業 申請
フォーム

令和８年度第２回 創業助成事業申請にかかる面接審査について

【添付資料1】書類審査結果通知書
（兼面接審査通知書）8創業
○○○○○.pdf

面接審査～交付決定

① ②
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②通知文書添付ファイルをご確認ください。
添付ファイルには面接審査の日程等が記載されています。

２．書類審査結果通知
（２）書類審査通過の場合

令和８年度第２回 創業助成事業申請にかかる面接審査について
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通知文書（文面）をご確認ください。

２．書類審査結果通知
（３）書類審査不通過の場合

「文書表示」ボタンを押下し、
通知内容を確認します。

令和６年度第２回創業助成事業申請に係る書類審査結果について

令和８年度第２回 創業助成事業

令和８年度第２回 創業助成事業申請にかかる書類審査結果について

令和８年度第２回
創業助成事業 申請
フォーム
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３．差戻し時の修正対応

⚫ 申請内容に不備があると、事務局から差戻しされる場合があります。事務局のコメントがある場合
は確認し、修正後に再申請を行ってください。

メール内のURLを押下し、事業者サイトにログインします。手順1

事務局より差戻しがあった場合は、事業申請時に「担当者メールアドレス」
欄に記載されたメールアドレスに通知メールが届きます。はじめに

申請状況が、 「差戻し」、もしくは「棄却」の
際、事務局からコメントがある場合はこちらに
表示されます。

（：令和８年度第２回 創業助成事業）

令和８年度第２回 創業助成事業

令和８年度第２回 創業助成事業_申請フォーム

こちらのURL（例）を押下します。
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３．差戻し時の修正対応

申請フォーム画面が表示されますので、差戻しコメントに従い、必要に応じて修
正を行います。編集した内容を確認し、「申請する」を押下します。

手順2

「申請する」ボタンを押下すると確認を促す画面が表示されます。入力内容に誤
りが無いことを確認後、「申請する」ボタンを押下してください。

手順3

「申請する」ボタンを押下すると、以後は修正で
きなくなりますのでご注意ください。

令和８年度第２回 創業助成事業
令和８年度第２回 創業助成事業_申請フォーム

申請状況が、 「差戻し」、もしくは「棄却」の
際、事務局からコメントがある場合はこちらに
表示されます。

内容を修正し、再度申請する際は「申請する」を押下してください。
まだ申請しない場合は、「一時保存する」を押下してください。

●●●●●●
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【参考】Jグランツで提出するファイルに関する注意点①

●提出（添付）書類は、スキャンやファイル形式の変換等により、全てPDF形式で提
出してください。
● 申請書（Excel）は、下記の手順に従いPDFファイルへの変換を行い、 ファイル
を提出してください。

＜申請書（Excel）からPDFファイルを作成する手順（Windows）＞

①PDF化したいExcelファイルを開きます。

②全てのタブを選択してください。

※「表紙」のタブを開いた状態で、Shiftキーを押しながら⑪のタブを押下

③「ファイル」のタブを押下します。

④「名前を付けて保存」を選択します。

⑤保存先のフォルダ等を選択します。

⑥ ファイル名を指定し、ファイルの種類から「PDF」を選択します。

⑦保存ボタンを押します。

※PC環境等によっては上記の手順と異なる場合がございますのでご了承ください。

②

③

⑥

↑
必ず全てのタブを選択してください。
タブの漏れにはご注意ください。

タブが漏れた状態で提出された場合、
そのままの状態で審査を行います。
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【参考】Jグランツで提出するファイルに関する注意点②

●問い合わせ先

（公財）東京都中小企業振興公社創業支援課「創業助成担当」

〒100-0005 東京都千代田区丸の内２－１－１

明治安田生命ビル低層棟２階 ＴＯＫＹＯ創業ステーション

TEL：03-5220-1142（平日9時～17時）

e-mail：sogyo@tokyo-kosha.or.jp

 ※ GビズIDに関するご不明点等は、「GビズIDヘルプデスク」へお問い合わせください。
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